
あなたの献血で助かる命があります。 

１．当日服用していても献血可 

 ・降圧剤（複数剤でも可ですが、検診医が総合的に判断します） 

 ・ぜんそく治療用ステロイド吸入薬、副腎皮質ステロイド薬（外用、点眼、点鼻） 

 ・抗アレルギー薬（アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎、アレルギー性結膜炎） 

 ・市販の花粉症・アレルギー性鼻炎の薬 

 ・健胃薬、市販の健胃消化剤 

 ・整腸剤 

 ・高尿酸血症治療薬 ≪痛風発作治療薬は項目３≫ 

 ・高脂血症（高コレステロール）治療薬 エパデールを除く 

 ・経口避妊薬 低・中用量のもの（事後に服用する緊急ピルは除く） 

 ・一般のビタミン製剤（市販も含む） 

 ・ぬり薬（ステロイド軟膏、かゆみ止め、抗真菌（水虫）剤） 

 ・しっぷ薬 

 ・去痰剤 

 ・常用している漢方 

 ★ぜんそく・花粉症・去痰剤等の薬は当日症状が出てないことが条件です。 

２．前日までの服用なら可 

 ・解熱鎮痛剤（市販の痛み止め）、頭痛薬≪血小板採血を目的とする場合は項目３≫ 

 ・風邪薬（市販の風邪薬）≪血小板採血を目的とする場合は項目３≫ 

 ・酔い止め薬 

３．服用中止３日後、献血可（※当日症状がないこと） 

 ・抗生物質 

 ・ぜんそく治療用気管支拡張剤（吸入用） 

 ・ピロリ菌治療薬 

 ・抗生物質軟膏 

 ・痛風発作治療薬 

 

 

セレスタミンを除く 

※医師の判断により献血をお断りする

場合もありますのでご了承下さい。 

新型コロナウイルスの RNAワクチン（mRNAワク

チンを含む）を接種された方は、１回目、２回目い

ずれの場合も、接種後４８時間を経過してい
れば献血可能です。 現在承認されている
RNAワクチンは、ファイザー社と武田／モデルナ

社となります。その他の種類のワクチンを接種さ

れた方は、現時点では献血をご遠慮いただいてい

ます。 

☆花粉症と献血可否について 

花粉症の症状が軽い場合は花粉症の薬（市販薬）

を服用されていても多くは献血に支障はございま

せん。【セレスタミンを除く】処方を受けた方は、そ

の種類（薬剤名）により判断させていただきますの

で職員にお尋ねください。 

☆この 1年間に予防接種を受けた人

（下記期間内は献血できません） 

１） ２４時間以内 

・インフルエンザ ・日本脳炎 ・コレラ ・百日咳  

・破傷風トキソイド ・Ａ型肝炎 ・子宮頸がん  

・肺炎球菌 

２） ４週間以内 

・Ｂ型肝炎 ・黄熱 ・麻疹（はしか） ・ポリオ 

・風疹 ・水痘 ・おたふく風邪 ・ＢＣＧ 

３） ３ヶ月以内 

・破傷風 ・蛇毒 ・ジフテリア血清 ・マラリア予防薬 

４） ６ヶ月以内 

・抗ＨＢｓヒト免疫グロブリン 

５） １年以内 

・狂犬病（噛まれた後）単なる予防注射は２４時間 

※マラリア予防薬は渡航歴を考慮して判断されます。 

※薬名不明の場合お断りすることがありますので、「お薬手帳」など薬名の

わかるものをお持ち下さい。 


